


レッスン① お客様をお迎えして・・・

● 見学コースの説明ツールを準備する

工場見学の所要時間、料金、内容などの説明が
必要

外国語表示のツールを準備しておけば、「これ
を読んでください」でＯＫ！

チラシなどにも活用できる

プリーズ

リード ディス

ツール例（奄美大島酒造浜千鳥館ご案内例）☞



● 集合、開始時間などは正確に伝える

「メモ」に時間を書いて、必ずこの
時間に集合してね！と言って渡せば、
時間を守らないなどのトラブルを防
げます

時間は、ＡＭ、ＰＭで表示
５分前に集合時間を設定しておくの
もよい

※時間の表示、言い方
表示……ＡＭ、ＰＭの12時間表示がよい（ＡＭ、ＰＭは数字の後ろに入れる）
言い方…９：５５ＡＭ ナイン フィフティファイブ エーエム

２：３０ＰＭ トゥー サーティ ピーエム
または ハーフ パストトゥー ピーエム

「メモ」で伝える

Please be sure 

you arrive at this 

time！

(この時間に必ず来

てくださいね)



● 歴史、工程等の内容がわかるよう、「説明ツール」を準備

ガイドすべき内容（見学の説明）は、お伝えする工夫を行うこと

曖昧にせず、質問を理解するために、ゆっくり話してもらうこと

よくある質問の「答え」を準備しておくこと

興味を持って見学を楽しんでいただくための準備

レッスン② 見学を楽しんでいただく



見学の内容を理解していただくことが必要
外国語の「説明ツール」を準備し、これを
見て見学していただく

説明ツールと見学場所は、番号を用いて
マッチさせる

外国語の説明ツールを準備する

ツールと見学場所を
番号でマッチさせる



見学時に、よく聞かれる質問などは、「想
定問答集」を準備し、簡単に受け答えでき
るようにしておく

「想定問答集」を準備する

Does it taste sweet?
（それは甘いの？）

It’s not sweet 
after distillation.

（蒸留後は甘くありません）



● 表示案内も外国語や記号でわかりやすく

説明板の外国語表記

展示につけられている説明板は、何が書いてあるかを知りたい

せめて英語表記だけでもしておくことが必要

わかりやすく禁止事項を表示

禁止事項は、図記号などで誰にでもわかるように表示する

ただし、掲示物を貼りすぎると、伝えるべきことが伝わら
ない

※図記号の活用（ピクトグラム）
図記号であれば、誰もが理解できます。よく使う図記号は、本サイトにお助け
ツールとしてアップしてあります。ダウンロードして活用してください。



レッスン③ 試飲コーナーや売店で

● 持ち帰りやすさをアピール

試飲をおススメして、黒糖焼酎
の味わいを知っていただく

持ち帰っていただくために、梱
包や発送などのサービスをア
ピールする

梱包、発送などの持ち帰りやすいサービスを



● 数字はレジなどの「表示を見せる」
料金の数字を外国語で伝えるのは難しい
レジや伝票、レシートなどを見せて、確認する。

● クレジットカード決済の導入を進める
クレジットカード決済対応の準備が重要
対応できない場合には、「日本円しか使えません」
ということをお伝えしておく



その他として

● 免税店になろう！

外国人が買いたくなる環境づくりをすることが重要

免税店となるためには許可申請が必要であるが、商店街単位
などで許可を受けるなどの工夫もある。

※免税店事業者になろう！
免税店となるためには、許可申請が必要です。一店舗での申請
が難しいようでしたら、商店街単位で許可を受けるなどの工夫
も可能です。

観光庁「免税店事業者になろう！」
http://www.mlit.go.jp/kankocho/tax-free/index.html

http://www.mlit.go.jp/kankocho/tax-free/index.html


● 気持ちよくトイレを使っていただくために

生活習慣の違いから、トイレを汚してしまう問題もある。
トイレの使い方ツールを準備し、トラブルを避けましょう。
「トイレ（トイレット）」は、便器そのものを指すので、
「レストルーム」という表現を覚えよう！

ツール例☞



● 無料Wi-Fiの積極的な導入を！

無料Wi-Fiは、観光客にとって「立ち寄り先を選ぶ」重要な
ポイント。

積極的な導入を図って、島の情報発信スポットになろう！

● お店の魅力情報を積極的に発信してもらう

母国に情報を発信してもらうために、「写真を撮りましょう
か？」「SNSに写真を載せてね」などと積極的に声をかけよう！


